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Abstract： lstiblennius edentulus is the most abundant blenny in the rocky shore areas of Kochi Prefecture．
Specimens （n－258） were collected from rock pools at Shiranohana on Yokonami Peninsula， Kochi Prefecture， from
May to October 1998． The specimens ranged丘om 16．7 mm to 116．8 mm standard length（SL）． Newly recruited
fishes smaller than 20 mm SL were found in August， As SL increased up to 20 mm， the length and complexity of the
digestive tract and the number of teeth all rapiclly increased， As SL increased beyond 20 mm SL， the length of the
digestive tract and the number of teeth continued to increased， but at a slower rate， while the complexity of the
digestive tract did not change． Although large fishes occasionally ingested copepods and small benthic animals， this
species seemed to be an algal grazer， mainly feeding on attached pennate diatoms． However， the genera of diatoms
found in the digestive tract slightly changed with fish growth and seasons．
Key words： Jstiblennius edentulus； blenniicl fish； morphological change； food habits； digestive tract； teeth； attached
diatom； algal grazer．
 インドー西部太平洋の熱帯から温帯域にかけて広く分布するカエルウオ族（Salariini）はスズ
キ目イソギンポ科に属し，約26属約193種が知られている（Smith－Vaniz and Springer，1971；
Springer and Spreitzer， 1978； Bath， 1983， 1992a， 1992b； Springer， 1988， 1989， 1991； Williams， 1988，
1990）．藍澤（2000）によれば，日本産の本族は18属45種2亜種である．永友・町田（1999）
は高知県沿岸における三族を調査し，日．本では未記録であったlstiblennizas dzassumieriを含む9
属12種！亜種を確認した．日本産の1．dusszamieriはLee et al．（2000）により分類学的な記載が
与えられ，同時に新和名カエルウオモドキが与えられた．カエルウオモドキは藍澤（2000）に
含まれておらず，また，その後も報告がない．したがって，現時点での日本産の本族は18属
46種2亜種である．
 カエルウオ族カエルウオ属のカエルウオlstiblennius edentulusは，日本では兵庫県以南の日
23
24 永友ほか
本海側と房総半島以南の太平洋側の岩礁域で最も普通なカエルウオ族の種であり（藍澤，
・993・・997・2…）・高知県下空いても最も普通に見られる（永友・町田・・999）・S・ri・g・・
（1968）は本宮を含むイソギンポ科の数種について骨学的研究を行ったが，食性に関連した消
化管などの内部形態については言及していない．Kotrschal（！989）は，ギンポ亜目の顎歯の形
態と配列ならびに顎骨に付随する筋肉系の比較から，食性との関連で系統の解析を試み，カ
エルウオ族ではEntomacrodzas chiostictusとOPIaioblenniu∬teindachneriを藻類食者としたが，藻
類の組成と成長に伴う三階の数の変化には言及していない．0’Farrel and Fives（1990）は，
日本には産しない本族のLipoPhyrus PholisとCoayPhoblennius galeritaにおける成長に伴う食性
の変化を述べたが，これらはいずれも雑食性の種である．カエルウオの歯は1列に並んでおり，
自由に動く（吉野，1984）．また，本部は付着珪藻や小型甲殻類を餌としている（藍澤，
1997）．しかしながら，樹種の食性や成長に関する詳細な生物学的知見はない．本研究は，高
知県土佐市の革製半島の西端に位置する白ノ鼻の潮だまりに多産するカエルウオを対象とし，
成長に伴う外部形態，消化管の長さと巻き方，顎歯の数と食性の変化を明らかにすることを
目的とした．
材料と方法
 カエルウオの標本は，1998年5月から10月の日中の干潮時に，土佐市横浪半島の白ノ鼻の潮
だまりで，主にキナルディンとエビたも網を用いて採集した．採集に先立ち，水中で本甲の
行動を摂餌行動を中心に観察した．この地域の潮だまりは，大潮の干潮時でも潮位により周
辺の水域から完全に孤立しないことがある．同時に確認されたカエルウオ族は，アミメミノ
カエルウオ，ホシギンポ，スジギンポ，センカエルウオ，ロウソクギンポであるが，本種が圧
倒的に優占していた．8回の採集で258個体が得られた．標本は3％ホルマリン溶液で約10日
間固定した後，65％エタノールに移して保存した．標本はそれぞれ背鰭と轡鰭の鰭条を数え，
標準体長（SL），体高，頭長，吻長，眼径を測定し
た．重量は体表面の水分をふき取った後，測定した．
全ての標本から消化管を摘出し，重量を測定した．
消化管の巻き方の複雑度（IP値）はYamaoka
（1985）に従って算出し（Fig．1），さらに，長さと
Sしの比を求め， IR値とした．消化管の内容物は，消
化管の一部を切り取り，水を入れた遠沈管で洗った
後，沈殿物を光学顕微鏡で観察した．内容物は綱や
目のレベルで同定し，出現頻度を求めた．ただし，
出現頻度の高い餌生物については，属のレベルでの
同定を試みた．同定は，山路（1959，1984），千葉・
林野（1997）に従った．カエルウオが生息している
地点の付着生物は，3個の石を無作為に選び，それ
ぞれ約25×15cmの表面を歯ブラシで擦って採集し
た．付着生物は1％ホルマリン溶液で約1週間固定
し，65％アルコ・一・＋ル溶液に移した．顎歯の観察は50
o
     A
Fig． 1 Schematic drawing of coiling
   pattern of digestive tract in
   Istiblennius edentulus （ventral
   view）． In this case， IP is 15． 0，
   oesophagus； A， anus
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個体についてのみ行った．当芋を標本からはずし，周辺の筋肉をトリプシンで処理した後，ア
リザリンレッドSとPotthoff（1984）の二重染色法を施し，実体顕微鏡で観察した．顎歯の数
は，上下顎の左半分についてのみ計数した．
結  果
採集日と採集個体数・Sしの関係採集日と採集された個体のSLをFig2に示す．5月13日から
7月23日の6回の採集では，45mm SL以下の個体は採集できなかった．8月24日には35mm SL
以下の個体が多数採集され，20mm SL未満の5個体が含まれていた．10月5日には45mm SL
以下の個体が多かったが，8月24日に比べて最小個体のSしが長くなっており，また，20mm SL
未満の個体は採集されなかった．8回の採集で得られた258個体のSLは16．7mm Sしから116．8mm
SLであり，30．Omm・Sしから39．9mm Sしの個体が最も多かった（Fig．3）．
 8回の採集時の水中観察で，20mm SL程度までの個体は水面近くの壁面に定位する傾向が
あることが認められた。いずれの観察においても本丁の卵は確認できなかったが，7月9日に，
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Fig． 2 Standard length of lstiblenit ius edentbllus
   collected at each sampling．
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Fig． 3 Size frequency distribution of lstiblenveizas
   edentulus．
30
コ25
の
違
豊209
言815
．
              の樋．；話鯨
        零   ．8番・・ 。、
3
 10 e 20 40 60 so loo 120
        SL（METi）
Fig． 4 Relationship between standard length and
   body depth of lstiblennizas edentulus．
32
 30
＝
の 28
巴
言24
蚕
k 22
＝O 2e
 ““
幽 ◆    “一
ゆ蟻 ・噸・O
  －一1・        ． ．
。r刀f
“ “
“““   e“h構♂侮
  o娠○●
 t8  0 0 40 60 80 100 120
         SL （mm）
Fig． 5 R lationship between standard length and
   head length of lstiblennius edentulus．
26 永友ほか
同族のアミメミノカエルウオが岩の間隙の壁面に産み付けられた卵を保護しているのが観察
された．
外部形態の変化 Sしに対する体高の割合は，20mm SL付近まで急激に増加し，その後は緩や
かとなったが，著しい個体差が認められた（Fig．4）． Sしに対する頭長の割合は，成長に伴い
減少傾向を示したが，体高と同様に，著しい個体差が認められた（Fig．5）．頭髪に対する吻
長の割合には成長に伴う変化が認められなかった（Fig．6）．頭長に対する容認の割合は，6mm
SL付近まで急激に減少したが，その後は緩やかに減少したものの，かなりの個体変異があっ
た（Fig．6）．
体重と消化管重量の変化 Sしと体重ならびに消化管重量の関係をFig．7に示す．両者は，ほぼ
20mm SLを境に相対成長に変化が認められた．消化管の重量は消化管の伸長に伴い，ほぼ一定
の割合で増加した（Fig．8）．
45
＝ 40誉  35聲
§葛30
誓量25
鋸、。
愚、
昌・1・
  5
．
．
も
．
OtW 8鯉βO
o，．，S＆
    ＠
 の
嘱醐、」7
 。 （ρ虜 。 。
・轟き曲
○○  ○
 O 5 10 15 20 25 30
       Head length （mm）
Fig． 6 Relationship between head length and
   eye diarneter （e） or snout length （0）
   of lstiblennius eaentulus．
：a
葛
奎
100
ne
1
O．1
o．el
O．OOI
t
o
o
   IO 50 100
        SL （mm）
Fig． 7 Relationship between standard length and
body weight （e） or digestive tract weight （O）
of lstiblennius edentMlus．
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Fig． 8 Relationship between digestive tract
   length and digestive tract weight of
   Istiblennius edentulus．
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Fig． 9 Vent］ral and dorsal“ views of digestive tract
   of lstiblennius edentzalus． A， 16．7mm SL （9
   1P）； B， 19．4mm SL （11 IP）； C， 22．9mm SL
   （11 IP）； D， 24．Omm SL （11 IP）； E， 47．4mm
   SL （13 IP）； F， s9．omm sL （15 IP）； G，
   105．2mm SL （15 IP） ．
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Fig． 10 Relationship between standard length
   and IP value of lstiblennius edentulus．
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Fig． 11 Relationship between standard length
  and IR value of lstiblennius edentulus．
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Fig． 12 Lateral view of anterior part of jaws of 108．4mm SL lstiblennius edentulus specimen．
   Scale bar＝5mm．
消化管の巻き方と長さの変化 消化管の巻き方は，成長に伴い主に腹側で認められた（Fig，
9）．巻き方の複雑さを表すIP値は，9から15まで変化した（Fig．10）．91Pは18mm SL以下の2
個体で認められた．111Pは18mm Sしから90mm Sしの個体で認められた．131Pは35mfn Sしか
ら50mm Sしの個体で，151Pは30mm Sしから最大個体の問で認められた． Sしと消化管の長さの
比（IR値）は，20mm SL付近まで急激に増加し，その後の変化は緩やかとなったが，著しい個
体差が認められた（Fig．11）．
顎歯の数の変化 本種の口はやや下方に開き，両顎には顎歯が規則正しく1列に並びdental
plateを形成している（Fig．12）．両顎歯は著しく側扁し，先端は細くて柄の部分に対して約90
度に曲がり，へら状をなしている（Fig．13）．歯冠部は硬いが，柄の部分は比較的柔らかい．
上顎歯は下顎歯より大きい．二二は顎骨に直接固着しておらず，結合組織によって付着して
おり（Fig．14），それぞれの歯は自由に動く．作用歯の上顎では上方に，下顎では下方に極めて
多くの補充歯があり，作用歯が数本単位で1列ずつ規則正しく配列する．
 顎歯の形態は成長に伴って大きくなるが，それ以外の形態的変化は認められなかった．顎
歯数は20mm SL付近まで急激に増加するが，その後の変化は緩やかとなり，上顎歯は下顎歯よ
28 画面ほか
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Fig． 13 Schematic drawing of cross section of
      upper jaw of lstiblennius edentulus．
      Scale＝lmm．
Fig． 14 Lateral view of teeth at tip of jaws． a， upper
      jaw tooth； b， lower jaw tooth． A， 38．7mm SL
      （scale＝＝O．5mm） ； B， 108．4mm SL （scale＝＝lmm） ．
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Fig． 15 Relationship between standarcl length and
      number of teeth on left half of upper dental
      plate （e） or those on left half of lower
      dental plate （O） of lstiblennizas edentulus．
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Fig． 16 Relationship between standard length and width
     of upper dental plate （e） or width of lower
     a  plate （O） of lstiblennius edentulus．
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Fig． 17 Lateral （a） and ventral （b） views of head of lstiblennius edentzalzas． A， 16．7mm SL； B，17．8mm SL；
      C， 17．8mm SL； D， 29．lmm SL； E， 22．Omm SL； F， 24．Omm Sし
り多い（Fig．15）．上・下顎のdental plateの幅（DPW）は，成長に伴いほぼ一定の割合で増
加したが，30mm SL以上の個体では上顎のdental plateがわずかに広い傾向がある（Fig．16）．
顎歯数が大きく変化する20mm SL前後の個体の頭部をFig．17に示す．16．7mm Sしから19．3に
かけて，口がより下方に開くよう変化したが，それ以上のSしの個体では大きな変化が認めら
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Table 1． Frequency （O／o） of lsitiblennius edentulus individuals fed on each food item．
    N： number of specimens examined
Standard length （mm）
Food items ＄19．9 20．0－29，9 30，3－39．9 40，0－49，9 50．0－59．9 60．0－69．9 70．0－79，9 80，0－89．9 90．9－99．9 100＄ov－5） （39） （55） （49） （36） （25） （19） （10） （8） （10）
ALGAE
 Cyanophyceae
 Dynophyceae
 Bacillariophyceae
 Chlorophyceae
PROTOZOA
 Foraminiferida
MOLLUSCA
 Gastropopda
 Bivalvia
NEMATODA
ARI）HROPODA
 CIadocela
 Copepoda
 Cirripedia
 Amphipoda
20
100
60
20
18
97
33
26
13
21
3
3
7
98
33
9
2
2
6
27
16
98
45
25
4
8
12
2
31
 8
100
72
33
19
6
36
3
12
12
100
52
32
8
8
32
8
26
5
89
42
42
16
16
32
a5
5
50
100
100
60
10
30
10
10
80
10
20
13
13
100
63
25
13
38
20
 0
100
80
70
30
60
10
70
40
10
れなかった．
消化管内容物 消化管内容物
の組成をTable 1に示す．ほと
んどの個体で藻類，特に珪藻
類の出現頻度がきわめて高く，
次いで緑藻類の出現頻度が高
かった．内容物の大部分の珪
藻類は沿岸性で，付着性であ
った．消化管内容物で優占的
に出現した珪藻の属をTable 2
に示す．ほとんどの珪藻類が
羽状目（Pennales）であるが，
59．9mm Sしまでの個体では円
心目（Centrales）の
Coscinodiscusが優占的であっ
た．また，羽状目でも，属レ
ベルで変化が認められた．
一Achnanthesは29．9mm Sしまで，
Coscinodiscusは59．9mm Sしま
で，AmPhip ro raは69．9mm Sし
まで，Licmohoraは30．Omm SL
Table 2． Dominant genera of attached diatom found in digestive
     tract of Jsitiblennius edentulus
Standard length（mm） GeneraFamilies Orders
S19．9
Coscinodiscus
Ach鴛a死thes
AmPhiProra
Coscinodiscaceae Centrales
Achanthaceae Pennales
Nitzschiaceae Pennales
20．2－29．9
Coscinodiscus
Aehnanthes
AmPhiProra
30，0 一 39．9
Coscinodiscus
LicmoPhora
AmPhiProra
TabellariaceaePennales
40，0 一 49．9
Coscinodiscus
LicmoPhora
AmPhiProra
50．0 一 59．9
Coscinodiscus
LicmoPhora
AmPhiProra
60．0 一 69，9
LicmoPhora
AmPhiprora
Cgimacosphenia TabellariaceaePennales
70．0 一 79，9
LicmoPhora
Rhabdonema
Nizschia
T bellariaceaePennales
80．0 一 89，9
LicmoPhora
ClimacosPhenia
Achnanthes
90．0 一 99，9 LicmoPhora
100 S
Thalassiothrix Fraggilariaceae
ClimacosPhenia
Nizschia
Pennales
30 永友ほか
から99．9mm Sしまでの個体で多数認められた．70．Omm SL以上の個体では，1＞izschiaと
ClimacrosPlaeniαが優占的に出現した． AchnanthesとCoscinodiscusは比較的小型の珪藻であり，
NizschiaとClimacrosPheniaは比較的大型の珪藻である．緑藻類では，糸状藻が大部分を占め
ていた．藍藻類では，ユレモ科が大部分を占めていた．藻類以外では，有孔虫とカイァシ類
の出現頻度が高かった．有孔虫では，GlobigerinoidesとGloborotaliaが多かった．カイァシ類
では，タイドプールで最も普通に見られるTigrioPus iaPonicusのノープリウス幼生と成体が多
かった．腹足類と二枚貝類の幼生も認められた．また，砂礫も認められた．
底質の付着動物との比較 カエルウオを採集したタイドプールは，大潮の干潮でも完全に周
囲から孤立していない．小潮の平均低潮線から大潮の平均高潮線にかけて大型の紅藻類が繁
茂しているが，それより深い場所には大型の藻類はほとんど認められなかった．底質はほぼ
岩盤で，石は比較的少なかった．付着生物は片手で持ち上げれる程度の石から採集した．底
生生物は，珪藻類，緑藻類，藍藻類により大部分が占められていた．珪藻類では，AmPhiprora，
Rabdonema， Nizschiaが比較的多かった．珪藻類の種組成は，消化管内容物の種組成とほほ同
じであった．緑藻類では糸状藻が，藍藻類ではユレモ科が大部分を占めていた．藻類以外で
は，線虫類，カイアシ類，端脚類が比較的多かった．有孔虫は比較的少なかった．
論  議
 本研究では，いずれの採集時においてもSしの範囲が広く，5月から7月にかけては1年魚と2
年魚が同所的に生息していると考えられる．本書は艀化後，浮遊生活期を経て底生生活期へ
移行するが，浮遊生活期末期の稚魚は千葉県大原の漁港内で比較的多く採集されている（小
島，1988）．本研究で採集された最小個体は16．7mm Sしである．小島（1988）によれば，本種
は18．3mm Sしで浮遊生活期，19．3mm Sしで底生生活期であることから，本研究での最小個体は
浮遊生活期の末期と判断される．本研究では得られた20mm SL未満の個体は5個体と少なか
ったが，採集時の水中観察では，水面付近の壁面に腹側を向けて水面と平行に定位する傾向
が認められた．したがって，白ノ鼻での20mm Sしまでの個体は浮遊生活期末期あるいは底生生
活期への移行期に該当し，白ノ鼻では8月頃に潮だまりに移動してくると考えられる．小島
（1988）によれば，宮崎県沿岸での産卵期は6月から9月であるが，本研究では卵塊や卵塊を保
護している個体を確認することができなかった．
 体高の相対長は，20mm SL程度までは急激に増加するが，それ以降は大きく変化しないもの
の，大きな個体差が認められた．一方，頭部の相対長は成長に伴い次第に短くなる．しかし，
体高と同様に，大きな個体差が認められた．明輝の誤長に対する相対長は，Sしに対する頭部
の相対長とほぼ同様の変化を示した．一方，脚長の相対長はほとんど変化た認めれなかった．
しかしながら，これらの形質においても個体差が顕著であった．以上のことから，本種は潮
だまりに定着して以降，栄養状態が個体ごとに大きく異なっている可能性がある．
 カエルウオの成長に伴う消化管の長さおよび巻き方の変化については，これまでに詳細な
研究例がない．本種の胃と腸は明瞭に区別できなかったが，消化管は成長に伴って伸長し，特
に20mm Sしまでは急激に伸長することが認められた．20mm SLを超えると消化管の伸長速度
は低くなり，同時に著しい個体差が認められた．このことから，20mm SL付近，すなわち，
底生生活への移行に伴い食性が大きく変化するが，個体ごとの消化管の伸長はその後の環境
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中の餌の量に左右されている可能性がある．成長に伴う消化管の巻き方の変化は主に腹側で
生じ，巻き方の複雑度（IP値）も大きくなるが，最大で151Pであった．91Pであったのは
19mm SL以下の2画面であったが，18mm Sしから20mm Sしの個体で11 IPが認められ，20mm
SL付近で巻き方が大きく変化すると考えられる．111P，131P，151Pが認められるSLはそれぞ
れ範囲が広く，この間の巻き方の変化は比較的遅いと考えられる．Yamaoka（1985）は，タ
ンガニイカ湖の藻類食性のシクリッドであるPetrochromis Polyodonでは， IPが5から43まで変
化するとしている．カエルウオのIPはこれと比較するとはるかに小さく，20mm SL付近で消化
管の巻き方の基本型がほぼ完成するとみなせる．すなわち，浮遊生活期のカエルウオの食性
は不明であるが，底生生活に移行した直後に食性が大きく変化することが示唆された．
 本宿の消化管内容物はほとんどが付着藻類であった．カエルウオの顎歯の形態と配列は，
Kotrschal（1989）が示したカエルウオ族のEntomacrodus chiostictzasとOphioblennius stein－
dachneriによく一致している． Kotrschal（1989）は，これらの2種は狭食性で，藻類食者であ
るとしたが，餌となる藻類の組成については言及していない．カエルウオの食性については，
これまでに詳細な研究例がない．しかし，本研究で，消化管内容物の大部分は付着藻類であ
り，珪藻類が最も多く，次いで緑藻類，藍藻類の順であることが明らかとなった．消化管に
は藻類以外も含まれていたが，統計的な処理はしていないものの，消化管内容物と底質の付
着生物の聞には類似性が認められた．藻類以外で最も頻度が高かったのはカイアシ類の
TigrioPus iaPonicusであったが，この種はタイドプールで最も普通のカイアシ類であり（千
葉・林野，1997），本研究でも比較的多数の個体が底質．ヒから採集された．藍澤（1997）は，
カエルウオは付着珪藻や小型甲殻類を餌とする雑食性としている．本研究では，成長に伴い
消化管内容物の種組成が複雑になる傾向が認められた．本研究での水中観察では，本種はは
みとり型の摂餌を行っていると判断された，すなわち，虚偽の成長に伴う口の大きさの変化
により，付着珪藻類以外の生物が同時に消化管に取り込まれる機会が増加すると考えられ，カ
イアシ類を選択的に餌としている可能性は低いと判断される．
 0’Farrell and Fives（1990）はアイルランドの潮間帯に生息する2種のイソギンポ科のL．
PholisとC． galeritαの稚魚，亜成魚，成魚における食性を報告した．これらは，いずれも雑食
性である．L． Pholisの稚魚はカイァシ類を，亜成魚は主に腹足類を餌とし，成魚は二枚貝類を
主食とするが，藻類と蔓脚類も餌とする．C． galeritaは若い時期ほどカイアシ類，貝虫類，多
毛類に依存するが，成長に伴いこれらの消化管内の出現頻度は低下し，藻類と蔓脚類の出現
頻度が増加する．本研究の結果，カエルウオは雑食性とは考えられず，また，主な餌生物で
ある珪藻類の消化管内での出現頻度が高い傾向は体長とは無関係と考えられる．しかし，珪
藻類を属レベルで検討したところ，成長に伴い組成に変化がある可能性が示唆された．すな
わち，ほとんどの珪藻類が羽状目（Pennales）であるが，59．9mm Sしまでは円心目の
Coscinodiscusが優占的であった．また，羽状目でも属レベルで変化が認められた． Achnanthes
は29．9mm Sしまで， Coscinodiscusは59．9mm Sしまで， Amphiproraは69．9mm Sしまで，
Licmohoraは30．Omln Sしから99．9mm Sしまで，70．Omm SL以上の個体ではNizschiaと
ClimacrosPheniaが優占的に出現し，100mm SL以上の個体ではThalassiothrixが優占的である
と判断される。AchnanthesとCoscino4iscusは比較的小型の，翫g36雇αとClimacrosPheniaは比較
的大型の珪藻であり，成長に伴い餌となる珪藻類のサイズが大きくなる可能性は残されてい
る．
 本種の顎歯は付着生物を摂餌するのに適した構造をしている．すなわち，著しく側扁した
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顎歯は両顎とも1列をなし，油状のdental plateを形成している．また，それぞれの顎歯は可動
性で，外側に向かっており，歯冠部が堅くてへら状になっているため，凹凸に富む底質の表
面の餌生物を掻き落とすことが可能である．カエルウオの歯は可動であることは吉野（1984）
により指摘されており，また，E． chiostictusと0． steindachneriの二二もまた可動である
（Kotrchal，1989）．しかしながら，カエルウオ族の顎歯の交換様式はこれまで報告されていな
い．本研究での歯冠部の摩耗の程度から推測すると，カエルウオの顎歯の交換は歯冠部が完
全に摩耗してから生ずるのではなく，作用歯数本単位で，正中線の方向に一定の速度でベル
トコンベア式に交換されると考えられる．顎歯の形態は成長に伴い大きくはなるが，形態に
大きな変化は認められなかった．このことから，顎歯の交換様式は体長が異なっても変化し
ないと考えられる．顎歯の数は20mm SL付近までは急速に増加した，しかし，その後の変化は
比較的小さかった．すなわち，この場合でも，20mm SLを前後を境に食性が大きく変化するこ
とが示唆された．
 以上のことから，白ノ鼻でのカエルウオは20mm SL前後で潮だまりに定着し，それ以降はは
みとり型の藻類食者として付着藻類，特に珪藻類を餌とした生活をすることが明らかとなっ
た．Sしが20mm sLを超えた個体では，体高，頭長，消化管の長さ，消化管の巻き方に著しい
個体差が認められた．同時に，成長に伴い，主食である珪藻類の組成に変化があることが示
唆された．今後，カエルウオの成長に伴う生息水深の変化，成長に伴う摂餌様式のさらに詳
細な観察，口の大きさと珪藻類のサイズの関係，珪藻類を含む付着藻類の垂直分布と底質の
関係ならびに組成の季節変化から，潮だまりで本種が成熟に至るまでに大きな個体差を生ず
る原因の究明が望まれる．
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